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1　は　し　が　き

近年，異常気象が続発していることから．この対応策と

して，中苗以上に葉齢の進んだ成苗に近い充実した苗の機

械移植栽培技術の確立が望まれている。

このため，最近，成苗機械移植栽培法として開発された

みのる樹脂ポットについて．昭和55年，昭和馳年の2カ年

試験をした結果から，その概要を報告する。

2　結果の概要

（1）育　苗

播種量は1ポット3～4粒，箱当たり播種量は乾扱換算

で35～亜ダ程度と少ないことと，ポット間が離れているこ

ともあり，中苗並の育苗日数（35～40日）で葉齢4．0～4．6

葉，分げっの発生も認められ，地上部乾物重の重い充実し

た苗が得られた（表l）。

反面．この育苗法は出芽中に乾燥しやすく，乾燥によっ

て籾の露出や根上りが発生し，出芽揃いや出芽不良による

欠株発生の原因になったことから，出芽期間中の乾燥防止

に万全を期す必要がある。また，このような現象は，出芽

に日数のかかる無加温出芽に多く，加温出芽（30℃，20～

24時間）で少ない傾向にあった。加温出芽では，芽が地上

表1　移植時の苗生育

－27－

に出る直前に育苗器から箱を出すことが木切であり，伸び

過ぎは置床と箱を密着させる際に芽を傷つける危険がある。

なお，出芽期以降は，ポット表面の乾燥がみられても，

苗は置床から水分を吸収し始めるため，滞水回数を減らす

ことが可能であった。

（2）本田生育

昭和56年は移植から7月上旬までは低温少照の連続であ

った。このため，中苗では枯死苗が発生し，茎数が一時的

に減少するなど初期生育が著しく停滞したのに対して，み

のる樹脂ポット苗は良苗が土つきの状態で移植され，活着

や初期生育は良好で，早期に有効茎が確保された（図1）。

出穂は中苗より5日早く，穂揃いが長く，棟数や籾数も

多く確保されており，登熟歩合も高く多収となった。また，

品質調査でも育未熟米や青死米の混入が少なく，整粒歩合

も高いことから良質米生産に寄与する面の大きい技術であ

る（表2）。

（3）機械適応性

この育苗法ではポット専用の播種機と田植機が必要であ

り，これらの性能を調査した。

播種作業の能率は組人員2人で108当たり約25分であり，

1ポット当たり播種粒数の変動係数は20～25％と少なく．

播種精度が高かった。

試 験
品　 種 苗 の 径 類

育 苗 日数 草 丈 葉 数
分 げ っ

第 1 葉 鞘 高 第 2 葉 身 長
地 上 部

乾 物 重

讐 要 盲 妄

年 度 （日） （c m ） （葉 ） （c m ） （C爪） （ダ／10 0 本 ） （喝 ／cm ）

5 5 アキ ヒカ リ
み の る ポ ッ ト 4 0 1 3．6 4．6 0．5 1．7 － 3．9 0 2．8 9

中　　 苗 3 5 1 3．3 3．3 0 2．7 － 2．2 4 1．6 8

5 6 ハ ヤ ニ シ キ

み の る ポ ッ ト 4 1 1 6．0 4．2 0．2 2．4 4．4 4．2 2 2．6 4

中　　 苗 3 7 1 1．8 3．0 0 2．6 4．9 1．5 9 1．3 5

株 ま きポ ッ ト 4 1 1 4．4 3．8 0 2．4 4．7 3．3 0 2．2 9

蓑2　出穂期・収量・品質調査

出穂 期 わ ら重 精 粗 重
精 収　 量

畑
籾　 摺 ≡ず米 玄　 米 1 穂 ポ 当 り 登　 熟

整　 粒 未 熟 粒 被 害 粒
、重 比　 ′ ′　 合 重′ 合 重 ∠ゝ

口
（月 ・日）（毎 ／a）（毎 ／8） （吻 ／8） （％） （％） （％） （の （粒 ） 桝102粒 ．（％） （％） （％） （％）

みのる 8． 6 6 3．2 69．8 5 7．2 1 20 110 8 2．0 2．2 2 2．6 89．6 3 2．6 8 0．5 84．0 9．7 6．3

中 苗 8 ．11 5 5．2 59．8 4 7．7 10 0 10 8 7 9．8 2．9 2 1．8 8 3 ．4 2 8．9 7 2．3 70．7 2 2．0 7．3

珠まき 8 ．9 54．3 6 1．8 5 0．2 10 5 114 8 0．7 2．3 2 2．3 86 ．0 2 9．1 7 7．8 8 1．9 11．8 6．3
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図1　茎数の推移と穂数

田植機の能率は，108当たり使用箱数が55箱前後と多く，

苗補給に時間がかかり，散播用田植機より若干劣り．2条

植えで7．18／時間，4条植えで12．18／時間であった。

秦3　育苗法別108当たり必要資材及び経費

植付構度は．出芽中の乾燥によって根上りが多発した苗

を供試した場合は欠株率5．4％と多く，植付姿勢もやや乱

れる傾向にあったが，出芽が良好な苗を供試した場合は．

欠株率1．5％，ブロック破損率4．0％，植付本数の変動係

数も20～25％と作業精度が高く，補植労力を軽減すること

ができた。

（4）所要資材及び経費

この育苗法を導入するに当たって，必要な資材及び経費

を表3に示した。中苗よりも広い育苗面積と多くの資材が

必要で．かつ，機械も高価であるが，反面この育苗法は前

述したとおり育苗後半の潜水労力と補植労力を軽減するこ

とのできるという省力の一面を持つ技術である。また，育

苗期間を知日前後に延長しても立枯症状の発生や苗の老化

が中苗よりも少ないという育苗上の特徴から，移植期間拡

大の可能性もあり，機械稼働面積拡大による経費節減効果

も期待される技術である。今後，これらの効果の確認も必

要と考えられる。この技術は稚苗，中苗移植栽培法と比較

して多収性を持った技術であり，多収によって資材費の増

加分は充分償却できるものと判断される。

項　　　 目
耐 用

年 数
規　　　 格 単　　　 価

中　　　 苗 散 播 成 苗 み の るポ ッ ト苗
（23．9株 ／虎 ） （2 3．9 株 ／ポ ） （2 3．9 株 ／7ば）

必 要 資 材 経　 費 必 要 資 材 経　 費 必 要 資 材 経　 費

育　　 苗　　 箱 5 雷 管 薯 皇室絹 ・ み 31箱 1，36 4 円 4 0 箱 1，76 0 円 5 4 箱 4，8 6 0 円

ハ　 ウ　 ス　骨 組 8 5．4 仇 × 9．0 m 9 7 0 円 ／〝g 1 2．4 7ば 1．50 4 16．0 7ば 1，9 4 0 2 2．4 7ば 2，7 16

ハウスビニール 等 2 0．1 鼠嘉厚 3 1 5 円 ／ポ ／′ 1，9 5 3 〝 2，5 2 0 〝 3．5 2 8

トンネルビニール 2
1．3 5 仇幅 ×0 ．0 5叫
厚 （2 枚 合 せ ）

7 2 円 ／れ 12．4 m 4 4 6 16 ．0 m 5 7 6 2 2．4 m 8 0 6

有 孔 ポ リ （加温
出 芽 で は 不用 ） 1

1．3 5 m 幅 ×0 ．0 2職
厚

2 0 円 ／机 （6 ．2 m ） （1 2 4 ） － 1 1．2 仇 （2 2 4 ）

寒　　 冷　　 紗
3 1．3 5 肌 幅　 3 0 0 番 1 3 0 円 ／仇 － － 4 8 5

3 1．8 m 幅　 3 0 0 番 1 8 0 円 ／仇 6．2 仇 37 2 8．0 7れ 4 8 0 〝 6 7 2

シル バ ー シ ー ト 4
1．8 m 幅 × 0．0 5 m

厚
1 1 0 円 ／れ ノ′ 1 7 1 ノ′ 2 2 0 － 3 0 8

割　　　　　 竹 3 2．1 m 3 5 円 ／本 1 0 本 1 1 7 1 3 本 1 5 2 1 9 本 2 2 2

肥　　　　　 料 －
深 ま謂 紹 ・ 過 石 46 円 佃

－ 1 7 2 － 1 8 5 － 2 6 4

農　　　　　 薬 －
タチガ レン粉 剤
ダコニール水 和剤

12 5 円 ／10 0 才

28 6 円 ／10 0 才 － 3 9 9 － 5 1 4 － 4 2 4

経　　　　 費　　　　 合　　　　 計 － 6，4 9 8 ー 8．3 4 7 － 1 4，2 8 5

注．1．価格は昭和56年4月現在で算出した。

2．この経費の中には，種子代，種子消毒薬剤費及び人工床土を使用した場合の代金は含まれていない。
3．108当たり使用床土量は中苗140上，散播育苗180且．みのるポット苗108上である。
4．ハウス利用率は60％で計算した。

3　ま　　と　　め

成苗機械移植栽培法として開発されたみのる樹脂ポット

の実用性について試験を実施した結果，出芽中の乾燥に留

意すれば容易に4襲以上の畑苗に近い充実した成苗が得ら

れ，土つき状態で確実に移植きれ，初期生育は良好であり

出穂も中苗より5日早まった。また，播種機，田植機とも

作業精度が良好であり，実用上問題がないことから，山間

高冷地帯での稲作安定化技術として良質米の安定生産技術

として期待される。




